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製品安全の安全基準のポイント
どの製品にも共通して活用できる安全性に関する重要事項の要点をまとめました！
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電気製品の開発・設計の担当者の方へ！ 

　私たちを取り巻く生活環境は大きく様変わりし、私たちの生活をより豊かにする電子機
器もこれまで以上に多く開発され世の中に出回り、電子機器を設計する技術者あるいは製
造するメーカーにとり、新しい性能や機能とともに、安全性に関する配慮もより一層求め
られてきております。
　そのような状況において、設計に携わる方々が、安全性に関する要求事項を事前に設計
に組み込むことがますます要求されてきております。

　一方、我が国におきましては、1995 年に PL法（製造物責任法）が施行され、製造物の
欠陥により生じた損害に対して製造者が責任を負うことが法律により義務付けられており、
とりわけ訴訟の多い米国におきましても製品の欠陥による事故などが発生した場合、日本
より数段厳しい賠償責任が問われ、多額の賠償金の請求が課せられることにより、ともす
れば製造者にとって致命的なダメージにまで繋がることが知られております。

　これまで安全基準の厳しい米国への輸出向け電気製品の安全性の評価および認証に 35 年
以上携わってきた製品安全のエキスパートが、分かりやすくどの製品にも共通して活用で
きる安全性に関する重要事項の要点をまとめた解説書を書き上げました。製品設計の現場
においてぜひご活用ください。
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過去に問題となった事例︓ 
図 13は、単相 120 ボルトの電源に接続する NEMA 5-15P形状のプラグを備えたコード接続型

機器の入力定格が、「120V 60Hz 15A」であることを示している。 
この機器の実際の入力電流を測定したところ、14A であったため、表 3 で示した、NEC の表

210.21 (B)(2)の規定に適合していない。 
図 13  NEMA 5-15P形状のプラグを備えたコード接続型機器 

 

【解説】 
上述した製品の事例の問題点は、実測した入力電流が NEC で規定する負荷の最大値である

12A を超えているところにある。 
また、ULなどの個別製品安全規格は、実測した入力電流値がその製品に表示されている定格入

力電流値の 110％を超えてはならないということも規定されている。 
これは、複数の製品を一か所のアウトレットリセプタクルにタコ足接続して使用される際に、製品が接

続される前段に備えられている過電流保護器が過負荷により遮断してしまうことを避けることを目的とし
ている。 

 
このように、NEMA 5-15P形状のプラグを備えたコード接続型機器の入力電流は、12A までに抑え

る必要があり、もし電流値が 12A を超える場合には、図 14 に示すような NEMA 5-20P形状のプラ
グを選定しなければならない。 

 
図 14  標準電流定格が 15A および 20A の NEMA形状 
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ASTM D3638による CTI の範囲  
トラッキング指数（電圧  ― ボルト） 

 
PLCの指数 

600 以上 0 

400 から 599 1 

250 から 399 2 
175 から 249 3 

100 から 174 4 

100以下 5 

 
⑪ Generic Name（一般名称）︓ 

この欄で示したポリカーボネート（Polycarbonate）のように、材料の一般名称を表している。 
ナイロンやフェノール樹脂やエポキシ樹脂などの一般名称の材料を、絶縁材として使用する場合、
過去の検証データに基づき、規定する最小厚みを満足することにより、他の要求する特性が緩和
される場合がある。 

 
 

4.３.2 端子台（Terminal Block） 
 

製品に端子台を使用する場合、その電気定格（電圧、電流）や接続する電線の種類（銅線、アル

ミ線）、および電流容量に見合った電線サイズを考慮しなければならない。 

 

 
また、米国内の施工業者が現場でその配線処理を行う場合、配線材の脱落や線材を固定する際の

損傷なども考慮しなければならない。 

 

米国の現場においては、裸の電線を直に端子台に固定することが通例となっているため、より線のはだ

けによる絶縁距離が損なわれることを考慮しななければならない。 
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4.1 電源接続部 
 
4.1.1 永久接続型機器の電源接続 
 
永久接続型機器とは、永久的な手段により電源に接続されるような機器をいう。 

米国には米国電気要網（NEC︓National Electrical Code）という電気工事の施工・配線に関する

規則（以下、NEC と表す）があり、現地に据付けられる電気設備や機械に対して、国家が任命した地

域を管轄する監督官により、それら規則や基準への適合性が監視されている。 

 
 
4.1.1.1 過電圧カテゴリーおよび汚染度 

 
工業用製品の場合、それらが設置されて使用される環境は一般家庭用の製品と比較して大きく

異なる。 

大半の工業用製品は、落雷などの影響を受ける容量の大きな電源から給電され、また、温・湿度の過

度の変化や、塵やほこりの堆積、水や油など液体の滴下や噴霧、そして外部から強い衝撃の影響を受け

るような悪条件の環境のもとで使用されることが想定される。 

 

図 4は、一般の製造設備や工場に配電されてから電気機器に給電されるまでの電源継路を、それら

電源ラインに印加される最大のサージ・ピーク電圧ごとに区分けしたものである。 

 
図 4  過電圧カテゴリーの分類 
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Q3 〔電源コードやケーブルの種類〕 
 電源コードやケーブルに「SJT」とか「SJTO」とかが表示されておりますが、この表示にはどのような

意味があるのでしょうか。 
 

A３  これらの表示は、電源コードやケーブルの構成素材や用途を識別するためのもので、 

図 23 に SJT コードの構成図およびその他の代表的なコードのタイプ名称と用途を示します。 
 

図 23 SJT の電源コード 

 
 

タイプ名称 商用名称および構成素材 用途 

SPT-1 パラレルコード、厚みがない熱可塑性の被覆(ジャケット被覆無し) 酷使されない小型の可搬型
機器用 

SPT-2 パラレルコード、厚みがある熱可塑性の被覆(ジャケット被覆無し) 酷使されない中型の可搬型
機器用 

S ハードサービスコード、熱硬化性のジャケット被覆 常時酷使される機器用 

SJT ジュニアハードサービスコード、熱可塑性のジャケット被覆 酷使される機器用 

SJTO ジュニアハードサービスコード、耐油熱可塑性のジャケット被覆 油にさらされる環境下で 
酷使される機器用 

 
これらタイプ名称に付随して以下の文字や記号が表示されているものがありますが、これらは以下に
示す使用に適していることを表しています。 

 Water Resistant：耐浸水性 

 W-A︓屋外使用 

 W︓屋外使用、耐水性、耐浸水性 
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